
はじめに

「巫覡」という言葉から何を連想するだろうか。現代

日本においては，「巫女」というのは神社に属し，神楽

を舞い，神事に奉仕して神職を補佐する女性である。そ

れに対して，現代中国においては，神婆と呼ばれる巫覡

は社会の隅々に散在しているが，知識人に軽視されるの

が通常である。たとえ一般人には軽視されなくとも人前

では言いにくい存在となっている。

ところで，このような現代中国の社会の周縁に位置する

周辺人は盛衰を繰り返しながら中国社会に一貫して存在

しており，中国伝統文化の重要な一要素だと言うことが

できる。古代中国には，巫覡信仰が道教・仏教・儒教 1）

より以前に形成され，幅広く古人に信奉されており，人々

の思想信仰の基盤を形作っていた。実際に，「巫史伝統」

という学説が提出されている。この学説によれば，伝統

的巫史文化は儒教・道教によって改変されながらも，中

国古代文化の中核として続いている2）。漢代以降，巫覡

は儒教が主導している官僚制度から排除されたが，人々

の巫覡に対する信仰は止むことがなかった。巫覡信仰は

ずっと人々の心の奥底に根付いており，人々の日常生活

に影響し続けている。

それゆえ，中国の信仰文化への理解においても，民衆

の日常生活への理解においても，巫覡信仰を真剣に考察

する必要があると思われる。実際，二十世紀後半から巫

覡信仰に関する研究成果が絶え間なく出されている。台

湾の曾双秀は「中国伝統巫者研究之回顧与展望：以歴史

学界為核心」3）において，欧米・中国歴史学界の巫覡信

仰に対する研究成果を整理している。ここにその詳細を

紹介することはしないが，概していえば，これまでの研

究は対象とした時代を問わず，巫覡の定義と機能・形象

と活動空間・巫医関係という問題点に集中している。ま

た，巫覡信仰の歴史的発展の研究史において，宋代は重

要性を有していたことが分かる。

宋代において，漢代から設置され続けている「太卜署」

という官署は廃止され，巫覡信仰は官僚制度から完全に

排除されてしまった。それを転換点として，民間に埋没

した巫覡信仰は反って人々の日常生活にさらに浸透して

いった。それは前代の唐代より盛んであり，明清以降の

沈滞し衰微した状況と比べても違っている。

では，画期となる宋代においては，巫覡信仰の実態は

如何なるものであったのか。巫覡信仰はどのような社会

背景のもとで，如何なる変化が生じていったのか。巫覡

信仰はどのような形で人々の日常生活に浸透していった

のか。巫覡信仰は宋代人の信仰体系の中にどのように位

置付けられるのか。筆者はこういった問題に関心を持っ

ており，以下の章においてこれまでの宋代巫覡信仰に関

する研究史を整理することとする。

1.宋代巫覡信仰に関する研究の回顧

宋代巫覡研究を先導した研究者は中村治兵衛である。

氏の論文集『中国シャーマニズムの研究』4）中に収めら

れた宋代に関する部分「第四章 北宋朝と巫」と「第五

章 宋代の巫の特徴―入巫過程の究明を含めて―」は宋

代巫覡研究のほぼ全ての問題点に触れている。中村氏は

まず「太古以来王朝とともに終始してくる巫は，宋代に

民間在野の存在になり下るという大きな変化をうけた」5）

という見解を出している。次いで五代後周の巫に対する

弾圧を受け継いでいた北宋が地方において行った巫覡の

取締り活動を描いている。そして，太祖・太宗・真宗朝，

仁宗朝，英宗・神宗・哲宗朝及び徽宗朝という四つの時

期にも巫はなお各地の社・祠廟に仕えて活動していたこ

と，また科挙のもとで儒学を学んだ地方官は絶えず禁巫

活動と医薬の普及の政策を展開したことを宋代人の詩文

から明らかにしている。最後に，仁宗朝前後に，巫覡の

禁絶と並んで京東路・�州路・広南東路・成都府路の各

地に淫祠を廃する事例が頻出したことを指摘している6）。

次に中村氏は「宋代の巫の特徴―入巫過程の究明を含め

て―」の章において，南宋に入っても，地方官の巫覡を
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退ける活動が続けられていたことを明らかにしている。

唐代の巫覡とともに宋代の巫覡は社・祠廟・叢祠に寄託

して活動していたこと，里巫・村巫・師巫などが県城・

州城という都市部と里・村といわれる農村部に広く散在

していたことを解明しているほか，宋代の巫の名称と作

法，及び入巫過程を紹介している7）。

その後，1996年に，国立台湾師範大学歴史系の劉佳

玲は「宋代巫覡信仰研究」と題する修士論文を提出した。

劉佳玲は中村治兵衛と林富士 8）の研究成果を踏まえて，

宋代巫覡に関する基本的問題点，例えば入巫過程・存在

形態，巫覡の鬼神との交通・卜占と予言・医療と除魅・

祈雨・呪いなどの仕事，及び巫術の種類とその施行場所・

工具を整理している。そのほか，論文の終章として，巫

覡信仰と社会政治との相互依存と衝突を，宋代の生活行

事との関わり，政府の宗教政策と巫に対する態度，地方

官の取締り活動などの方面において論じている。

2004年に出版された『宋代民間巫術研究』9）は劉黎明

がアナール学派の影響のもとで，宋代民間の社会生活の

実態を究明しようとして出した研究成果である。劉氏は

まず呼称・来源・社会的地位・神霊との交通方法と工具・

呪詛と符�及び巫術の類型を検討している。次に民間巫

術と宋代の社会・政治・文化との関連性について，劉氏

は次のような点を明らかにしている。第一に，巫覡信仰

の分布には南北の差があったが，地域社会の間に巫術が

伝播していた。自然の劣悪な環境が起因して，巫覡信仰

は南方地域に，より発達していた。「南法」と呼ばれる

嶺南の巫術は人間の流動，たとえば商人の移動によって，

隣接の地域へ広がっていった。第二に，朝廷が民間巫術

を取り締まろうとしていた理由は，民間巫術が政治権力

に関与していたことにある。具体的に言えば，巫覡は民

間暴動を挑発し，社会治安を妨害した。そこで，朝廷は

政権維持のために，巫覡が握っていた神霊に交通する力

や世俗社会をコントロールする力を手に入れようとした。

朝廷は禁巫活動を行う一方，皇帝と官僚たちは個人的に

巫覡と交際することもあった。第三に，劉氏は初めて民

間巫術と道教・仏教の間に双方向的な浸透があったこと

に言及している。例えば，道士はしばしば巫覡の職事を

担当することがあった。また，民間巫術と道教・仏教の

呪い・符�には切っても切れない関係が存在した。さら

に，地方官が仏教を利用して巫覡を退けるということも

あった。最後に，巫術が宋代社会生活の各方面に関与し

ていたことについて宋人の詩文・年中行事・人の通過儀

礼から裏付けている。

『在国家与社会之間―宋代巫覡信仰研究』10）は香港の

研究者王章偉がもたらした優れた研究成果である。王氏

は現代の民間信仰に関する様々な研究と欧米の市民社会

に関する理論を参考にした上で，巫覡の通神技術・社と

祭祀の場所・巫術の継承と伝播・国家の宗教政策・民衆

の治療への求めなどの様々な視角から宋代の国家と社会

の関係を分析している。研究対象とする巫覡に対する認

識について，王氏は宋代の文集を分析し，巫覡に対する

宋代人の認識は先秦以降と同じであったと指摘している。

さらに王氏は活動場所・施術法器と儀式から宋代人の巫

覡イメージを描いている。加えて，王氏は巫覡信仰の流

行実態を「地域空間」と「社会空間」に分けて考察して

いる。具体的に言えば，「地域空間」，すなわち地理的分

布にあたって，北宋ではほぼ全国の三分の二の地域で巫

覡信仰が盛んであったこと，北方より南方において流行

していたこと，及び南宋では巫覡を信奉することが全国

的な風俗となっていたという事実を明らかにしている。

巫覡信仰の「社会空間」というのは，巫覡信仰は民衆に

とどまらず，「父老」・士大夫などの各階層に及んでいた

といった，浸透している階層・身分などを含み込んだ空

間を指すものである。そして王氏は「信巫不信医」，す

なわち医者より巫覡の方を信じている，という民衆の医

療観についてのエリートの議論を通して，エリートと民

衆の巫覡観念の差異を解明している。巫覡信仰の流行の

要因については，宋代人の鬼信仰・巫覡の技芸・地域的

文化背景・巫覡の伝承方式などの観点から検討している。

最後に，淫祠の廃棄と禁巫活動から国家が民衆の巫覡信

仰を改善しようという考え方，およびその具体的な実践

を解明している。この論著は現代人の巫覡信仰への偏見

を捨て，宋代人の心の世界に立ち戻って，国家と社会の

間の「第三領域」11）に介入してくる巫覡信仰を全面的に

深く考察していた研究成果として位置づけられる。

王氏の研究成果の三年後，方燕は『巫文化視域下的宋

代女性』12）という巫覡信仰文化のもとでの婚育・身体・

疾病に関する宋代女性の社会生活を検討する本を出版し

た。従来，宋代女性史研究は婚姻制度・貞節観念・再婚・

財産分割・生育と性・社会地位などの問題を焦点とする

傾向が強い。方燕は近年ジェンダー研究の新たな動向，

すなわちジェンダー意識・文化的身体・宗教信仰等の観

点から宋代女性と巫覡信仰文化上の繋がりに目を向けて

いる。彼女はまず宋代における女性生活の中に存在して

いた巫覡信仰の要素，女巫の存在状況及び女性の巫覡へ

の拒絶行為を通して，巫覡信仰が流行していたという背

景下での女性生活を概観している。続いて医書を主な史

料とし，宋代女性にとって最も重要な婚姻・生育という

人生経歴の中での巫術の姿を明らかにしている。最後に，

宋代人は女性身体をどう考えていたのか，女性身体はど

のように使用されたのか，女性疾病はどのように治され

たのかという問題を巫術文化面において検討している。

方燕の巫術・巫文化に対しての定義にはいささか疑問を

感ずるが，巫文化から宋代女性生活を見るという視点及

び民衆の巫覡への拒絶行為に着目する視点は示唆的であ

る。
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最近の研究としては李小紅が執筆した『宋代社会中的

巫覡研究』13）がある。その中で，李氏は戦国から隋唐に

わたっての巫覡の発展過程を明らかにした上で，入巫方

式・生存方式・社会地位・職事と手段などの面から宋代

巫覡のあり方を解明している。さらに巫覡の地理的分布，

各階層における活動，僧侶道士と比べた際の社会的，法

的地位・身分，巫覡の医療行為，反乱との関わりなどを

論じ，最後に政府の禁巫活動を考察している。李氏は宋

代に至って巫覡信仰が衰微するようになったこと，及び

巫覡が宋代社会にネガティブな影響を与えていたことを

強く指摘している。

概していえば，近年宋代巫覡信仰に関する研究は着手

され始めたばかりで，これまでの研究の主な論点は巫覡

自体の姿（呼称・入巫過程・巫術・存在場所・功能など）・

宋代人の巫覡観・国家と地方官の禁巫活動・巫医関係な

どである。これらの研究によって宋代における巫覡信仰

のおおよその姿は明らかにされた。禁巫活動を焦点にす

るのは他の時期の巫覡研究と比べて特徴的な点であるが，

宋代巫覡信仰研究はほぼ漢代・明清代巫覡研究と同様な

枠組みにとどまっている。果たして，他の時代と同様な

枠組みにとどまるのは妥当であろうか。次の章では今後

の研究の可能性について述べることとする。

2.これからの可能性

以下，先行研究について幾つかの感想を述べながら，

今後の宋代巫覡信仰研究の可能性を提示する。

（1）巫覡・巫覡信仰への認識

対象とされる巫覡は如何に捉えるべきだろうか。これ

はまず初めに明らかにしなければならない点といえるだ

ろう。これまでの研究では，人類学のシャーマニズム概

念を借りる，先秦からの巫覡のイメージをそのまま宋代

に援用する，文献上に現れる「巫」の呼称からイメージ

を導き出す，といったケースが多い。王章偉はその時代

に生きていた宋代人自身の認識をつかむべきと提唱して

いるが，宋代人の文集のテキストを分析した結果，巫覡

に対する認識は宋代人が先秦以降と同じであったと指摘

している14）。確かに文献資料上の「巫覡」は表面的にそ

の姿には大きな変化がないかもしれないが，その中身が

先秦から変わっていないという点には疑問がある。更に

言えば，宋代文人によって書かれた巫覡は文人たちによっ

て作られたネガティブなイメージがどうしてもつきまと

う。我々は如何に宋代文人たちによって作られた枠を乗

り越えて宋代人の潜在意識に残っている巫覡観を客観的

に認識することができるのであろうか。

可能性の一つとしては宋代人の作品中の巫覡観である。

宋代に編纂された『太平広記』15）・『夢溪筆談』16）・『夷

堅志』17）などの作品の中に，巫覡に関する神異物語が収

められている。編纂者の意図を考慮に入れ，作品の枠組

みにその神異物語がどのように位置をつげられているの

か，叙述の中にどのような言葉がつかわれているのかと

いう観点から編纂者自身が無意識的に表出する巫覡観念

を把握することができるだろう。

もう一つは宋代の制度の中に表出する巫覡の位置付け

である。ここで言いたいのは官僚制度の中の巫覡の位置

ではなく，宗教制度・財政制度・司法制度の中の巫覡の

姿である。南宋の時，荊湖北路は財政困難のために一時

的に「師巫銭」を徴収したことがあり，また広南東西路

も一時的に僧侶の「度牒」のような「師巫帖」を発行し

たことがある18）。一般に巫覡は「雑戸」に入っていたと

言われる。問題となるのは，司法案件中，巫覡にかかわっ

たら案件がどう解決されたのか，僧侶・道士と比べて判

決の特徴はどこにあったのかなどである。例えば，貴重

な南宋法制史料である『名公書判清明集』のうち，幾つ

かの淫祠・巫覡に関する判語が残されている。他の南宋

の文集に収められている判語と併せて分析することによ

り，新たなイメージを抽出できる可能性がある。

最後は巫覡の身分意識，すなわちアイデンティティー

の問題である。儒学を身につけた士人の立場にしても，

国家制度の側面にしても，他者の視角にとどまるだろう。

宋代の巫覡は一体自分のことをどう考えていたのか。巫

覡という身分はかれらにとって何の意味を持っていたの

か。官方巫覡と民間巫覡の区別があったのか。こうした

問題についても深く考察する必要がある。

（2）長期的視野と動態的視角

宋代が巫覡信仰発展史の中に果たした役割の研究成果

を見る限り，断代史的な観点，すなわち宋代のみを考察

する場合が多い。しかしながら，巫覡信仰の変化はより

長期的な視野が必要となってくるであろう。宋代の「太

卜署」は廃止される前に，どのような役割を果たしてい

たのか，もしそれ以前に太卜署がすでに形式化されてい

たのであれば，所謂太卜署の廃止という転折点の意味は

どう捉えればよいだろうか。それは恐らく隋唐五代まで

遡らなければならない。また，前述の通り，巫医関係と

いう問題については，陳秀芬によって明代にも「祝由」

という儀式的な医療方法が医学に取り入れられていたこ

とが指摘されている19）。「祝由」という方法は，漢代か

ら受け継いでいたやり方であっただろうか。こうした問

題は数多く残されており，長期的な視点が必要となって

くる。

次に両宋間における巫覡信仰の変化に目を向ける必要

がある。これまでの研究は宋代巫覡信仰の全体像を変わ

らないものとして設定している傾向が強いが，巫覡信仰
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は政治の変動と合わせて「変化」し続けていた。実際，

祠廟と緊密に関連していた巫覡は北宋の淫祠に対する整

理活動と連動する形で同時に禁じられた。南宋に入ると，

祠廟政策の調整によって，国家に認められている祠神は

増加していった。こうした状況において，次のような設

問をたてることも可能である。宋一代において巫覡の情

況は変わってきたであろうか。加えて，巫覡信仰は北宋

から南宋への変換期に，どのように展開したであろうか。

こうした問題は，宋代の政治・社会の状況を視野に入れ

て考察しなければならない。要するに，「変化」の視点

に立って，宋代の内外の巫覡信仰を探求する必要がある

だろう。

（3）巫覡信仰の地域性と地域文化

宋代における巫覡信仰はほぼ全国的に信奉されていた

が，南方の方が巫覡信仰の雰囲気がより濃厚であったと

言われている。言い換えれば，巫覡信仰にとって地域的

な格差が見られる。宋代における地域社会は，文化はも

ちろん，行政・財政・法制においても一定の自律性を持っ

ていた。従って，特定の地域文化において巫覡信仰の実

態を究明するのは可能であるだろう。

例として福建地域の事例を見てみよう。林拓が提示し

ているように，福建地域には「�文化」と呼ばれる独自

の文化が存在している。福建地域は先秦時代の「�越文

化」を土台とし，漢代から三つの周期によって今の独特

な文化を形成してきたが，唐代中期～両宋期は第二周期

に当たり，国家に認められている宗教信仰が主導的な地

位を占有し始めた。また，福建内部にも沿海部・�北部・

�西部の差異が存在している20）。林氏の視野に入ってい

るのは福建文化の形成の過程であり，宋代における巫覡

信仰に対する着目が不十分である。何れの地域において

も同様な研究の可能性があるが，巫覡信仰が南に特に広

がっていたこと，文献資料，石刻資料残存の多さという

状況からして，たとえば福建地域を取り上げて，「�文

化」の土台と看做される巫覡信仰が地域的独自な文化に

果たした役割及び社会生活との関連性を検討する可能性

があると考える。

（4）言説としての巫覡物語と宋代民衆の日常生活

中国史研究は，1980年代及び90年代にフランスのア

ナール学派から影響を受け，新しい文化史の研究方法が

模索されるようになった21）。伝統的な歴史学において

は，日常生活とは衣食住や普段の決まりきった生活や仕

事，恒常性・反復性・習慣性という意味での私的な小さ

な世界と捉えている。ところで，自分自身の日常を振り

返ってみればわかるように，日常生活といっても，絶対

的に平板なものではない。退屈な日常から離脱する娯楽

や平穏な生活を攪乱する病気や事件などは，非日常的な

性格が強いが，こういった娯楽や病気なども日常生活の

構成要素の一つといいうるものである。宋代民衆にとっ

て，病気になるとき，気候不順になるとき，不幸な事件

に遭うとき，巫覡に助けを求める習慣があった。だから

こそ，巫覡と民衆の連結という視角から起伏のある民衆

の日常生活を伺うことができるだろう。

新しい文化史構築を目指す研究者は，研究方法として，

事実ではなく言説を歴史理解の基盤に置く。即ち，史料

に載っている記事は疑いがない事実ではない。我々がで

きうるのはその記事を記した著者の意図，あるいはその

記事の作成過程を解明し，その背後に隠れている，知ら

れていない文化意識や宋代民衆生活の裏面を探ることで

ある。

例えば，地方官や士大夫は巫覡を批判する文章を書い

ているが，そこから彼らの潜在的意識が見えるかもしれ

ない。彼らは社会における新しい変化に対してどのよう

に気づき，憂慮していたのであろうか。たとえば南宋の

政治家・思想家・文人としても知られる洪邁は『夷堅志』

の中に様々な怪異な物語を収録している。これまで多く

の研究者は，これらの物語は当時の社会現象や人々の意

識を表していると考え，唐宋間，あるいは北宋・南宋間

の変化を読み取ろうとしてきた22）。従って，巫覡の物

語においても宋代社会生活を捉えることは可能であると

考えられる。

（5）信仰体系全般への視座

劉黎明が指摘してきたように，巫覡信仰は独立的な存

在ではなく，道教・仏教に繋がっている23）。実際，巫覡

は祠廟に身を寄せ，また無名な巫女が信奉されて祠廟の

神となるなど 24），祠廟信仰と関わっている。儒教も巫

覡信仰から発達したという指摘もある。儒教・道教・仏

教・祠廟信仰・巫覡信仰という，有機的連関を有する宋

代人の信仰体系は人々の日常生活に影響を与えている。

民間では宗教の間の区別は薄くなり，人々は同時に道仏

巫の方法を通して生活上の困難・矛盾を解決する場合が

多い 25）。それゆえ，巫覡信仰を考察するときには，儒

教・道教・仏教・祠廟信仰といった連関性を有する信仰

体系を考慮に入れて，巫覡信仰のあり方を解明すべきと

思われる。

こういった信仰体系から，宋代人の日常生活をどう解

明できるであろうか。アプローチのひとつとして考えら

れるのは信仰生活空間である。王章偉・李小紅等学者は

巫覡の分布の地理的空間，または巫覡が浸透している社

会階層という社会空間を論じているが，それは地域性を

考慮することなく，全国のレベルで，さらに巫覡のみを

対象とした考察であった。仮にある地域をとりあげて，

その域内の巫道仏儒それぞれの施設（祠廟・道観・仏寺・

社稷壇・先賢祠など）を中核とした信仰空間，人々の日
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常生活空間を併せて分析するとすれば，如何なる生活風

景が見えてくるであろうか。一般的に言えば，祠廟・仏

寺などの信仰施設は同時に教化・娯楽・市場としての機

能を有することが多い。更に，金井徳幸が提示している

ように，例えば社稷壇は州の段階までしか設置されてい

なかったというように，国家・州・県・村の各レベルで

の信仰施設の配置には格差があった。村の段階で村民の

生活空間に最も介入していたのは巫覡であった26）。明

清祠廟の研究成果においては，州・県・郷などを異にす

る廟界という信仰空間の境界が存在していたことが明ら

かにされている27）。これらの視点を参考にして，地域内

の州県村の信仰空間の相違，各信仰それぞれの空間の境

界及び民衆日常生活に果たした役割を考察することも重

要な課題であると考える。

本稿ではこれまでの宋代巫覡信仰に関する研究を振り

返ってそれぞれの問題点を整理しつつ，今後の更なる課

題と可能性を検討してきた。従来の問題関心は巫覡自体

の姿・宋代人の巫覡観・禁巫活動・巫医関係にあった。

それらによって宋代巫覡信仰の概観は明らかにされてき

たが，巫覡それ自身の認識・社会的或いは法的地位・身

分などの問題といった別の視角から史料を再考する必要

がある。さらに，巫覡信仰を地域社会または信仰体系全

般において考察を行うべきであると考えている。
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